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論文内容の要旨

1 .研究の目的

本論は、アメリカ人女性版画家・画家へレン・ハイド (Helen Hyde 1868-1919) の日本滞在の人

的ネットワークを解明し、作品の制作や流通過程、モチーフ分析、批評分析を通して、滞日外国人

社会で培われ、そこから発信されたジャポニスムの様相を提示することを試みようとしたものであ

る。

彼女は、明治32年 (1899) から大正 3 年 (1914) にかけて延べ10年間日本に滞在し、浮世絵の手

法を用いて、日本の子供や女性をモチーフにした木版画、エッチング作品を数多く残した。江戸時

代の浮世絵を範にした彼女の版画は、米国におけるジャポニスムの流行と、母性神話の浸透や無垢

な子どもへの憧慢の風潮を背景として、活躍当時は、アメリカを中心とした市場で人気を誇ってい

た。日本家屋に住み、室内に生け花を飾った床の間をしつらえた彼女の日本滞在当時のライフスタ

イノレは、アメリカの雑誌『ハーパーズ・バザーJ や『クラフツマンj に写真入りで詳細に報じられ

ていた。彼女は、ジャポニスムの作品の供給者であるとともに、消費者であり、体現者でもあった。

作品においても、ライフスタイノレにおいても、ハイドはアメリカのジャポニスムの第一人者であり、
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トレンドリーダーであったのである。しかし、ハイドは長年日本に住み、日本を主題とした作品で

人気を博し、アメリカのジャポニスムの中で重要な役割を果たしていたにもかかわらず、彼女の日

本滞在については、これまで提出されてきた諸研究においては断片的なエピソードの紹介にとどま

り、その詳細はほとんど明らかにされていない。

赤坂に居を定め、社交家であったハイドの家には、多くの滞日外国人や旅行者が訪れていた。日

本家屋をアメリカ流にアレンジして住みこなした彼女の家は、芸術制作の場であるとともに、いわ

ゆる外国人サロンのような趣を呈していた。そのメンバーには、ハイド以外にも、日本をアメリカ

に紹介し、ジャポニスムの発信に関与した人物も含まれている。彼女の作品には、彼女の周りに集っ

た主として英米の滞日外国人や日本への旅行者が共有する日本のイメージが表象されており、その

受容を含めた分析は、そのイメージが生成される状況を検証することにもつながるだろう。

この時期は、日米関係でみる限り、日清戦争や日露戦争などを通して急激に近代化していく日本

が報じられる一方、アメリカで日本人排斥運動が激しくなっていく時期でもある。そのような時代

であっても、実は浮世絵や日本の美術品から、あるいは蝶々夫人の表象などを通して、アメリカの

美術界において、さらには大衆化された局面での美術観においても、「芸術的でエキゾチックで、

おとぎの固のような日本」のイメージは、失われてはいなかったのである。この時期は、日本のイ

メージが轄轄し、大きく変化していく時期であり、その日本観の揺らぎを彼女の滞日中の生活、彼

女の作品、そしてその作品の受容からも見ていくことができるだろう。本論がまずめざしたのは、

このような状況の、原資料にもとづく精密な提示とそれに対する分析である。

ハイドの作品は、木版画とエッチングを主体としていた。そのため、彼女自身はアカデミックな

美術教育を受けているとはいえ、作品は美術界のハイ・アートの中でも、その周縁に位置している

と捉えることができる。また、アメリカのジャポニスムが論じられるときには、他の国のジャポニ

スムに比べ、より広汎に大衆社会に浸透していったことを特徴とするとされるのが一般的である。

彼女の活動とその作品およびその受容についても事情は同様であり、ハイドはハイ・カルチャーと

ポピュラー・カルチャーの境界、あるいは双方で受容・消費されていったと考えられるのである。

彼女の作品のモチーフや描かれ方、版画という媒体、女性画家、ジャポニスム、ハイドに関連する

そうした項目すべてが、同じように境界にあるか、あるいは両方を包含している。彼女の作品も含

めてハイドと日本を取り巻く状況を検証していくことで、それぞれがどのように三つの境界に絡

み、ハイドの中で融合されていったのかを観察することができる。以上の点を踏まえ、本研究では、

芸術家として、アメリカのジャポニスムの担い手という側面と、彼女が日本で展開した人的交流の

調査の 2 方向の視点から、ハイドの日本滞在とその作品及びその制作過程を検証していった。

。
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2. 研究の方法

本研究の方法は、大きく 2 つにわかれる。すなわち、ハイドの日本滞在に関する資料の解析とク

ロノロジカノレな提示および分析と、作品及びその受容に関する美学的・美術史的・文化論的方向か

らの分析である。

彼女の日本滞在については、主に、歴史的な事柄の掘り起こし作業となる。本調査の基礎資料と

なるのが、カリフォノレニア歴史協会が所蔵するハイドの家族宛の書簡である。この書簡は、 1912年

8 月から 14年 11月までの問、約420枚に及ぶ。ハイドの最後の日本滞在の記録というべきもので、

数箇所を除き、ほとんど 1 週間を空けずに書かれている。手紙の本文外のハイド自身によると思わ

れるメモに、友人のエッチング版画家パーサ・ E. ジャックスらに回覧するよう指示したものがあ

り、書簡によって知人らへ日本の生活の報告や紹介をすることも意図していたようである。協会所

蔵の書簡が書かれた時期以外のハイドの初期の日本滞在については、先行研究であるティム・メイ

ソンの調査を礎に、画廊主マクベスへ宛てた彼女の書簡、カリフォノレニア歴史協会に保管されてい

るハイドの『ゲストブックト日本で発行された外国人向け新聞『ジャパン・ガゼット』ガートノレー

ド・パス・ウオーナーの書簡など、可能な限り一次資料にあたり、新聞、雑誌記事で補完しながら

調査を進めた。

一方、ハイドの作品分析や受容については、作品がアメリカ人市場を見据えたものであり、ハイ

ドの日本観が表現されたものとして、主に当時のアメリカの社会的背景に留意し、アメリカにおけ

るジャポニスムの展開を呪みながら、モチーフ分析や批評、記事の分析を行い、それに基づいて立

論を試みたものである。

3. 結論

結論は主として、以下の 4 点に集約される。

(1)滞日外国人社会の女性ネットワークに育まれた作品

まず、ハイドの日本作品は、外国人コロニーとも言える日本の滞日外国人社会の中で培われ、流

通していったものであった。彼女の日本人との交流はごく限られたものであり、日本滞在が長くな

るにつれ、その交流はますますコロニーの中に限定され、日本とのつながりは希薄となっていった。

ハイドの交流関係を見ると、彼女が信仰していたと思われる聖公会やフロテスタントのキリスト教

徒を基盤にした交流が、外交関係者との交流と共に活発であったことが指摘できょう。また、滞日

外国人社会では、外交的な催しゃ日本アジア協会や東京ウィミンズクラブに見られるように、住民

相互の交流は盛んであった。また、親睦を深める場として、情報交換の場として、つまり社交界の

延長としてお茶会も頻繁に催された。お茶会は、外交やクラブといった外国人同士の公的な交流を

補強し、密接なつながりを築き上げていくことに重要な役割を果たした。
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ハイドの作品の販売網には、アメリカやヨーロッパに画廊を通して販売するというノレートの他

に、私的なつながりによる紹介によるものもあり、前者に比べて数は限られているとはし、え、むし

ろそれが彼女の作品の重要な得意先であった。彼女の作品は版画という購入しやすい商品であり、

一種の外国人コロニーともいえる滞日外国人社会という緊密なつながりで結ばれている小さな限ら

れた社会であったからこそ、可能であったビジネスであった。

さらに、ハイドの作品の主要な部分を占める子ども、母と子と言う主題は、児童文学の隆盛に見

られるように「汚れなき子ども」という概念や、家を守り、子どもを育てるという母性の重要性が

強調された風潮を背景として、 19世紀から 20世紀初頭にかけて好まれた主題であり、また女性が描

くのにふさわしい主題であった。そして、彼女の作品に描かれた日本は、そこに居住する外国人に

とって関心のある主題であったばかりでなく、日本を去る者、あるいは旅行する者にとって、思い

出として持ち帰りたい、いわばおみやげとして最適な商品であった。外国人コロニーは、限られた

狭い市場であっても、訪れては去る旅行客が始終出入りする絶えず新しい需要が見込まれる市場で

あったのである。価格面でも、持ち運びしやすいという面でも、そして何より日本が描かれている

という点で、彼女の作品は魅力があった。その日本は、批評に見られるように、彼らが共感を抱く、

アメリカ人が夢見る日本が描かれていたのであった。

また、そうした日本に住んでいる、あるいは日本を訪れた、彼女の友人、知人たちの中には、日

本を題材として作品を制作し、雑誌に記事を寄稿する者も少なからず含まれていた。たとえば、ア

リス・へーガン・ライスやハリエット・エノレミニ・ウィラーは、当時のベストセラ一作家であった。

E.L ・プラットナーやパーサ. E. ジャックス、ガートノレード・エマーソン、ノレチア・ B ・ハリマ

ンらは、ハイドの記事や批評を雑誌で発表した。前者のように、ハイドと同じように自分自身の才

能を日本という主題で発揮した者がし、る一方、後者は、文筆活動を通して、ハイド、の広報マンのよ

うな役割も果たしていたのであった。パーサ. E. ジャックスは、ハイド日本在住当時のシカゴの

エージェントであり、彼女の回顧展を企画し、さらにハイド作品に関する最初のカタログ・レゾネ

を出版した。後にオレゴン大学付属ジョーダン・シュニッツアー美術館のコレクションとなる東洋

の美術品を収集したガートノレード・パス・ウオーナーは、ハイド作品も収集し、 1932年の美術館開

館当初に、ハイドにささげる部屋を設けたのであった。

このように、ハイドの作品は、滞日外国人社会を基盤に育まれ、その市場を最大限に生かすこと

のできたものであった。そして、それらを支えていたのは、私的なお茶会と言う場で粋を深めていっ

た彼女の友人、とくに女性たちのネットワークであった。このネットワークは、変わり行く近代化

日本の中にありながら、そして、日本の参戦など、その変動の渦中にありながらも、選択的に日本

から欲するものを取捨選択し、あるいは日本の文化的産物をモディファイして受容・消費する環境

なのであって、日本にありながら、その触れたくない側面に必然的に関わる必要のない環境なので
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ある。そこで材料を選択され、形成されたジャポニスムはすでに、日本あるいはその芸術そのもの

とは独立した、アメリカのジャポニスムというべきものなのである。

そして、彼らの眼が形成と伝達に少なからず関与したこの時代のジャポニスムは、黄禍論が渦巻

くサンフランシスコをはじめ、アメリカの中流以上の人々の間では、現実の日本との聞に直面せざ

るを得ない問題をよそに、何の矛盾もなく受容されていったもののように思われるのである。それ

はあたかも、すでに日本にあるアメリカであるコロニーが、安全の証明書っきで本国に伝えてよこ

したものに接しているかのような態度ではないだろうか。この環境の中にハイドを定位しようとす

ると、彼女は敏感にその趣味を察知し、そして自身のジャポニスム理解をもとに、その趣味をリー

ドしていく存在であり、その延長線上でアメリカの当時のジャポニスムをリードした存在であった

と見るのが適当なのではないだろうか。

(2) ハイドがリードしたジャポニスムーアメリカのジャポニスムと工ッチング・リバイパルの中で

ハイドの版画制作は、アメリカのジャポニスムとエッチング・リパイパノレの流れにおける視座で

とらえると明確に定位することができるようになる。ハイドの作品は、まず、アメリカのエステ

ティック・ムーブメントにおける日本趣味を背景に、ハイド自身の日本趣味が培われ、その作品は

消費されていったのであった。ハイドとジャポニスムの最初の出会いは、レガメを通してパリで口

火がつけられたものであったが、チャイナタウンで触発され、アメリカのジャポニスムが大衆化に

至る過程の中で、開眼したものであった。そうした意味において、ハイド自身の中でジャポニスム

は、醸成されるのに時間を必要とした、時期的に遅くスタートしたジャポニスムであった。しかし、

ハイドのジャポニスムは、遠い夢の国の幻想、を追ったかのように見えるパリやアメリカの初期ジャ

ポニスムとは明らかに異なり、日本(少なくとも日本という場所)に軸足を持っていたもので

あった。さらに、アメリカのジャポニスムの流れの中では、エステティック・ムーブメントを基盤

にした芸術的な日本への曙好という側面では遅いものであったが、浮世絵の流行やジャポニスムの

大衆化の進行と照らし合わせて見ていけば、決して遅いものではなかったのである。作品批評に見

られたように、ハイドの版画は芸術的価値を持った作品としてとらえられてはいたが、豪華ではな

い、慎ましやかな室内に、真の芸術を飾る見識ある大衆、つまり真の芸術を理解する大衆にふさわ

しい芸術であった。そうした意味においては、ハイドのジャポニスムは、大衆化する日本趣味の中

で、エステティック・ムーブメントの芸術的晴好といった残照をとどめた作品としてとらえること

ができた。

そして、狩野友信に師事して日本画を本格的に学び、習得し、実際には浮世絵の制作に倣った分

業システムを活用した成功ではあっても、日本の木版画のエキスパートとして見倣されるに L 、たっ

たハイドは、帰国後、チヤーノレストン・ノレネッサンスの担い手となったアリス・ラグェネノレ・
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ヒューガー・スミスやアナ・へイワード・テイラーらと、日本の影響を受けた多色刷り木版画制作

を媒介として交流をもつようになった。ただし、ハイドは帰国後 5 年弱で世を去ったので、その影

響は限られたものである。

また、アメリカ人の浮世絵収集に見られる、浮世絵に対する関心の高まりは、ハイドのサンフラ

ンシスコにおける多色刷りエッチング作品の成功に見られるように、彼女自身の色彩への関心を呼

び起こし、彼女の求める色彩とアメリカ市場の求める色彩の一致を確信させた。さらに、当時、す

でに斜陽となっていた日本の浮世絵制作現場で摺り師を雇用しうる状況と、資金面で日本では有利

な位置にいたこと、そしてもちろん、外国人白人女性という特権的立場もあいまって、ハイドは、

質の高い作品を安価に効率よく制作できる分業システムの利用が可能であったのである。

ハイドを浮世絵制作という側面ばかりを見ていくと、見逃してしまう別の一面が、多色刷りエッ

チング画家としてのハイドである。ハイドは、彼女の筆致の特色がエッチングに向いていると助言

されたことをきっかけに、エッチング制作を試みることになったが、その背景には、エッチング・

リパイパノレがあった。 1870年代から 1880年代のエッチング・リパイバノレ第一波によるエッチングへ

の関心の高まりの機運が、その制作へ踏み出す後押しとなったことだろう。 1880年代後半から 1900

年初頭は、エッチングの市場は滞りを見せるが、 1887年の『アメリカの女性エッチング画家たち』

展の開催に見られるように、多くの女性芸術家がエッチング制作に従事し始めていた時期でもあっ

た。 19世紀半ば、女性のためのデザイン学校で、女性の自立をめざして、いわば職業教育の一環と

して木版画制作のクラスが開講された。エッチング・リパイパノレによって、エッチング制作がそれ

に取って代わるようになるが、その一方で、木版画に比べて、エッチング制作は、趣味的かつ芸術

的意味合いが強かった。そうした点において、ハイドのエッチング制作は、アマチュアではなくプ

ロをめざすものの、技術職人ではない芸術家としての自負も、ある程度満たされる媒体であっただ

ろう。ただし、彼女のエッチングは、線の芸術と称されるエッチングにおいて、主流ではない多色

刷りエッチングであった点は、作品に魅力を添える点であるとともに、異端とみなされかねない作

品の芸術的価値を損なう危険性もあわせもっていた。そうではあるものの、彼女の版画制作、つま

り実際に浮世絵制作へ至る彼女の芸術の軌跡を顧みれば、色彩へ大きな関心を寄せるハイドにとっ

て、多色刷りであることは自然な流れであった。エッチングとして邪道かどうかであることより、

油彩画、水彩画を勉強し、日本の浮世絵の色彩に感嘆した彼女にとっては、多色刷りであることは

当然の帰結であった。

(3) 日本のモチーフの意図的な選択と改変一現実と理想のはざまに

彼女の描いた日本を主題とした版画作品の日本のモチーフについてまとめると、次の点を指摘す

ることができるだろう。日本のモチーフは、浮世絵からとられたもの、現実の光景からとられたも
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のなど様々であり、一つの作品においてもその混合が見られた。また、日本のモチーフは、かさや

おんぶ、姿など典型的な日本物に限ったものではなかった。みみずく飾りや包子の人形をおぶった姿

まで、日本に在住していないとほとんど日にすることのない、身近な生活レベルの視点で見た日本

らしさが加味されているものであった。そして、そうしたモチーフは、細部においても、たとえば、

アメリカにおける批評で言及されたように、 5 歳の子どもの帯の様子、雨の中では草履ではなく下

駄を履く、と言う正確さを持って描き出されていた。ただし、日本のモチーフの混合は、唐子を中

心に描かれた髪型で考察したとおり、アナクロニズムをも抱えたものであった。男児の髪型は、唐

子宮で描くことを好み、女性の髪型は一般的に、江戸時代の浮世絵の勝山雷などで描いた。一方、

女児の髪型は、明治の女児の髪型をとりいれつつ、ハイドが自分で考案したと思われる、頭のてっ

ぺんに短い解髪のように髪を小さくまとめた髪型で描かれることが多かった。髪型一つ取り上げて

もこのようであるが、女性像として見ても、江戸時代の浮世絵で描かれている髪型で、帯に豪華さ

は加えられていることはあっても、着物は江戸時代の浮世絵で多く描かれている花魁や芸者の豪華

な着物で描かくことはせず、地味な色合いで、無地または柄も抑えられている明治時代の様相で描

かれていた。このように、一つのモチーフを取っても、あるいは一つの人物像を見ても、時代の混

合(アナクロニズム)が見られたのであった。こうした点は、同時代から現在に至るまで、批評で

指摘されることはなく、近代的な日本のモチーフを排し、江戸の名残を残す古き日本を描いたとい

う表現で一括されてしまうことが多かった。ハイドの作品は、日本のイメージの断片、つまり彼女

や外国人が日本らしいと感じるモチーフをアトランダムに組み合わせたもので、技法の面では江戸

時代の浮世絵に倣うものであっても、作品としては決してそうした浮世絵の再現でも、江戸の名残

の濃い現実の明治の日本の姿でもなかった。

また、混合性と言う観点からは、次のようなケースも指摘できょう。たとえば、く体浴〉の作品

に見られるように、子どもを休浴させる光景を描くと言う着想、は、浮世絵から得たものだが、実際

のモデ、ノレを使ってポーズをとらせ、時には写真を撮り、それを使用しながら描く。そのモデノレは、

く体浴〉の例では、外国人であり、赤ん坊の表情や抱き上げる女性のしぐさは西洋風となり、作品

にもその西洋の刻印が明らかに残っている。ただし、そうした人物像をまた日本物へと還元してい

く。女性の髪型を歌麿風の女性の髪型にするなど、明治の女性像ではなく、日本らしさというアク

セサリーやアレンジを施すのである。そして、浮世絵の制作技法に則り、江戸時代の浮世絵の色彩

を目途とした色合いの多色刷り木版画作品として完成するのである。このように、何重ものひねり

がきかされ、日本、西洋、現実、過去が入り混じって、一つの作品が出来上がっているのであった。

そうした作品に対し、ある批評は、ある識別力を持って、つまり排除するものは排除するものの、

「ありのままの日本j を描いていると評し、実際の日本を目にしたことがない観者も、この批評の

とおりにハイド作品を受け取っていくことも生じた。それは、日本で正統な日本画を学び、長年日
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本に住んで、現地で作品を制作している芸術家というお墨付きによって、「ありのままの日本」と

いうとらえ方はますます強められていった。ただし、評者自身は、日本に滞在したことがあり、「夢

見た日本、愛すべき日本、最初の到着時に彼ら(外国人)を迎えてくれた日本j を見ると締めくくっ

ている。 1 評者は、ハイドの描く日本は「ありのままの日本であったJ としても、それは自分たち

の理想と合致する、日本の一面にすぎないということも示唆していたのであった。彼女の作品に見

られるモチーフの混合性に違和感を覚えることなしたとえ実際の日本を目にしていても、評者や

多くのアメリカ人がもっ日本のイメージを彼女の作品の中に見るのであった。それは、様々な日本

のイメージが散りばめられているからこそ、その中のいずれかの断片に、著者自身が抱く日本のイ

メージを見出すことができたのかもしれなし、。そして、日本のある一部分にすぎないとしても、現

実としてとらえ、現実が描かれていると喧伝したのであった。

(4) ハイ・アートと大衆芸術のはざまで

このようにして、ハイドの作品は、美術の流れの中で、ジャポニスムの画家という定位置を得た

訳であるが、ハイドの時代、版画作品は、多様なあり方を呈していた。創作版画と複製版画、芸術

性を持った版画、商業ノレートに乗った版画、など技法別でなくてもその分類と理解のされ方、価値

のっけ方には様々なものがあったのである。ハイドの木版画は、彫り、摺りは職人の手によるもの

で、作品にハイド以外の名前を記さないことも含めて、また芸術性も含めて、版画の価値自体を疑

問視する声も当時からあった。ハイド自身にとっては、自分の作品に芸術的価値があるととらえる

ことに何の疑問の余地もなかった。ハイド自身、画家として報じられることが多く、ハイドが活躍

した時代、ょうやく女性もプロの画家として認知される状況が生まれつつあった。ただし、彼女の

ような中上流階級の女性にとっては、展覧会の入選や経済的成功が伴わない限り、趣味としてとら

えられてしまう可能性もあった。ハイドは市場の晴好や動向を見極めると言う点では、明らかに、

商業上の成功をめざしていたが、刷りを限定部数におさえるなど、あくまでも大衆芸術とは一線を

画していたいという意図を持ち続けていたことは明らかだった。実際、当時の批評で見る限り、「質

素な家、小さな近代的アパートであっても真の芸術を飾るということを認識している芸術家は、見

識ある好意的な大衆の中に、特別な居場所を持つだろう J 2 と評されるなど、ハイドの意図は成功

したとみなされよう。そもそもハイ・アートと大衆芸術を 2 項対立で論じること自体、危険な試み

であるが、その批評がL、みじくも指摘しているように、ハイドの作品は、版画という価格において

も手の届きやすい媒体であり、大衆の趣向を反映し、彼らを対象とした芸術であったことは確かで

ある。エステティック・ムーブメントを見るとき、そこでは日本の物を飾ることで、美的なもの、

芸術が室内装飾に持ち込まれている、と捉えることができるとすれば、彼女の作品はまさにそれで

あった。ジャポニスムの研究家ジュリア・ミーチは、「アメリカでジャポニスムを大衆化した人々」
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として、ハイドたちの貢献を考え直す時であると指摘3 しているが、その意味において、ハイドの

作品は、ミーチの言の中のジャポニスムを芸術と置き換えても妥当なものであろう。芸術を大衆化

したという意味は、彼女の作品自体が芸術を大衆化したものであると言うより、大衆に向けて発信

されたという意味において、芸術を大衆化したととらえる方が適切であるかもしれな L、。ハイドの

作品の果たした役割は、複製版画がそうであったように、名画を複製し流通させた貢献と通じるも

のはあるが、複製ではなく彼女のオリジ、ナノレ作品であったことは、より高い価値を添えるものと

なった。ジャポニスムの流行、母性愛や子ども文化への関心が高じた時代に、さらなる価値が添え

られて、彼女の作品は人気を獲得したのであろう。

ただし、彼女の作品が他の芸術作品に与えた影響を考えると、チャーノレストン・ノレネッサンスで

活躍した人々へ木版画への関心を高め、紙などの素材の選択を含めてその技術を伝えていったとい

う側面はあるものの、挿絵画家がハイドの図像を模倣していったように、主として商業芸術の分野

にその影響は見られるのだった。そうした点で、彼女の作品は、絵画と同じ 1 枚の画像、限定部数

であっても、限りなく大衆芸術あるいは商業芸術に近いもの、もしくはそのものとしてとらえられ

ていたのだろう。

終わりに

今まで述べたように、ハイドの作品は、大衆化されたジャポニスムの典型、あるいは大衆化され

た芸術ととらえられることはまちがいな L、。彼女の作品自体が大衆向けに発信され、日本趣味、子

どもや母性愛といった好まれる主題や趣向を取り入れ、わかりやすく理想的に、感傷的に描かれて

いたものであった。また、逆に見れば、批評家の言葉を借りれば、大衆に向けて「真の芸術」を普

及させたという、芸術の大衆化を推し進める役割も少なからず、担っていたのであった。彼女の作品

は、コラージュのように日本のモチーフの断片をちりばめ、西洋人好みのしぐさを取り入れた混合

された作品、そうした要素が一つに溶け合い、独自の作風を呈すると言うよりは、折衷された段階

に留まっている作品であった。彼女の日本を主題とした作品は、あくまでも日本を舞台とした彼女

の空想の世界、いわばハイド・ランドを描いた作品であった。それらは、夢見る日本を描いた作品

としてとらえられていたものの、現実の日本として受容されるという側面もあった。実際には、近

代化、軍事化が推し進められていく日本の情報は断片的ではあっても、刻々と伝わって L 、く時代に、

それでも夢みていたい日本の姿が投影されていたのである。

ジャポニスムの中で、女性はそれを享受するばかりでなく装飾や、さらには制作などを通して自

己表現や社会的成功の足がかりをつかんでいった。ハイドもその一例だが、ハイドの例で見る限り、

それはまた、女性たちのネットワークで支えられ育まれてきたものであった。ハイドの日本の作品

は、日本現地発の、滞日外国人社会という、せまいながらも日本のなかのアメリカそのものという
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ベき舞台で繰り広げられていたのであった。

そして、ハイドのそうした大衆化された作品の制作の背景には、ハイドが活躍した当時の女性画

家、版画を取り巻く複雑な状況があったことは見逃しではならない。女性画家は、サロンの入賞や

経済的な成功がなければ、プロの芸術家としてみなされず、アマチュア画家、あるいは芸術を趣味

としてたしなんでいると見られてしまう風潮は依然として強かった。さらに、たとえ女性がプロの

画家として認められることはあっても、その活躍の場の多くは挿絵など商業芸術の分野に偏ってい

た。ハイドの作品はその意味においては、プロの画家としての女性画家が認められる機会が多い分

野に接していた。ただし、彼女は、版画家であったものの、エッチング画家としてのスタートに見

られるように、職業技術としての木版画制作画家ではなく、アカデミックな絵画教育を受けた芸術

家としての成功を目途にしていた。チャイナタウンを主題とした作品、たとえ、お土産としての需

要から成功をつかんでいったにしても、版画の限定部数にこだわったように、彼女のめざしている

のは、あくまでも芸術家であったのだろう。彼女の作品は大衆によりそった作品であったとしても、

そこにこそ芸術家としての彼女の野心が込められていたのであった。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、アメリカ人女性版画家・画家へレン・ハイド (Helen Hyde , 1868-1919) の日本滞在

の際の人的ネットワークを解明し、作品の制作や流通過程、モチーフ分析、批評分析を通して、滞

日外国人社会で培われ、そこから発信されたジャポニスムの様相を提示することを目的としてい

る。

まず、膨大な書簡やゲストブック等、未発掘の資料を米国各地と日本から見出し、彼女の伝記的

事実を再構築することから始め、これまで盲点となっていたかの観のある、いわゆる「お雇い」の

時代の後の在日外国人、特にアメリカ人女性社会の日常を具体的に描いた。それに基づき、彼女の

作品が日本そのものの観察というよりは在日アメリカ人上流社会ネットワークの日本認識の準拠枠

内で、日本のモチーフを意図的に選択・改変して制作されたこと、さらに、作品が米国に広く紹介
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された日本における彼女の生活スタイノレと共に、いわゆる「大衆化の段階」、そして浮世絵作品の

流行を見た段階のアメリカのジャポニスムとジャポネズリーをいわばリードする役割を果たしてい

たことを明らかにした。また、狩野友信に師事して日本画を本格的に学び、浮世絵の制作に倣った

分業システムを活用した、ハイアートと大衆芸術の狭間に位置づけられる彼女の木版作品とエッチ

ング作品が、意外にも日本画壇との交流と影響なしに、日本への販路に殆ど依存することなく制作

されていた事実も示している。

作品のモチーフ分析に当たっては、「唐子髪」や「母子像」などユニークな視点を導入し、ハイ

ドに関する当時の雑誌・新聞の批評を折り込み、日本の実像を描写したかに見えながら、実は独自

のハイド・ワーノレドを描いた彼女の作品が、当時のアメリカ人がまさに欲しいと思う日本像を提示

していたことを示すなど、時流を十分に汲んだ、効果的かっ着実な分析に成功している。

このほか、発掘した書簡資料から、在日英米人芸術関係者の面々が、陶芸に向かい始めたバー

ナード・リーチをエッチング制作に引き止めようとしており、ハイドがその任に当たっていたこと

など、様々な人物との交流に関する貴重な事実を初めて明らかにしている。

審査に当たり、本論文の膨大な資料の整理が必ずしも十分ではなく、冗長な個所があること、ま

た、排日運動に火がついた時代の、特にそれが強かったサンフランシスコで彼女の作品が受容され

た事実に対するより深い分析が求められること、タイトノレに内容に即した副題が欲しかったことに

対する指摘があったが、掘り起した事実の質・量とそれに対する分析の説得力は、自立して研究活

動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示していることが確認された。

よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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